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高速 道 路 の 防 雪 林 の 成 長 経 過 お よび 今 後 の保 育 対 策 につ い て

一一 三笠市萱野地区の 1事例――

斎藤 新一郎 (専修大学北海道短期大学)。 平泉 清 (日 本道路公団岩見沢管理事務所 )

1 まえがき

北海道における高速道路の防雪林は,札幌～岩見沢間では,造成開始から 20年に近づきつ

つあり,防雪柵を十分に抜け出し,樹高が 5～8mに達していて,初期成長が速いヨーロッパ

トウヒ(ド イツトウヒ,2ο″ 2房∝ NOrway spruce)の 植栽区では,窓外に路傍・遠方の景色が見え

なくなりつつある 初期成長がやや遅い トドモミ(ト ト・マツ,И所″
"あ

励 ″.92,Ъ do‐■rlで さ

えも,柵高を越え,同様の傾向が認められる 生きた防雪施設が,20年以内に,一応,第 1

段階に到達した, といえる 事実,防雪林の設置区間においては,吹雪による視程障害が低減

してきた

これまでに,植栽当時から,いろいろな保育管理が実施されてきた 補植および下刈りは,

鉄道防雪林と大差がない 林帯そのものの雪害 (幹曲がり,幹折れ,幹割れ,枝抜け,ほか)

の防止・軽減,病虫獣害の要因である「ペス トの巣」の除去,伸長量の促進,下枝の確保,積
雪+排雪によるグライ ド圧の軽減,ほかを解決するために,保育技術として,裾枝打ち,複梢

整理,除伐,防雪杭打ちなどが実施されてきた これらは,鉄道防雪林にはなかった,道路防

雪林の独自技術である, といえる

近い将来の防雪林を予測すると,毎年の伸長量が 05m前後として,樹高は,10年後(造成

から 30年以内)に は 10～ 14mく らいに,15年後(同 ,35年以内)に は 15～20mに 達するであ

ろう そうなると,盛 り上法面ないし抑え盛 り上の上に生育する林木は,路面から 5～ 10mも
高くなり,防雪効果のみならず,防音,防風,融雪剤饉 分)の 飛散防止,景観, ビオ トープ

,

ほかの役割も演じるよう

になる つまり,生きた

工作物 (防雪施設)が ,

いよいよ,素 1青 らしさを

発現するのである

本稿では,札幌～岩見

沢間と比較して,立地条

件がより恵まれた場所に

生育する,三笠 Icふき

んの防雪林を調査し,こ
れまでの成長経過を検討

して,今後の保育管理に

ついて提案することにな

つた 生きたェ作物には,

常に保育管理が不可欠で

あるからである 写真-1 防雪構を抜けたヨーロッパ トウヒ防雪林(20003)

-37-



北海道の雪氷 No.19(2000)

2.調査地の概要     植栽後 13年生 (苗 高 0.50m)
優勢木 5～ 6m h

本報告の調査地

は,三笠市萱野地

区にあ り, N40.57
～N40.96KPに 位     劣勢木 3～4m h

置 し,階段式の土

壌改良 (客土)の
後に,1987年春植

え(苗 高 0.50m,列

間 1.2m× 苗間 1.4

mの三角植え)であ

り,植栽後 13年生

排雪グライ ド防止杭

になった,ヨ ーロ      ‖  1  残イ
″    ｀

地杵え (土壌改良)

難で上:F鼻彗堺 側三_          1.2m
ライ ド防止杭は ,

1991～ 93年ころに   図-1 植栽時および 13年後のヨーロッパ トウヒ防雪林の状況

設置された (図 一

1)。 現地調査は,保育管理 とともに, 8年

くらい前から継続 されてきて,最近では ,

2000年 5～6月 に実施 された。

現在では,優勢木の樹高は,5～6mに達 し,

防雪柵を抜け出 して (写真-1),それ らの年

伸長量が 0.50～0.80mである。他方,劣勢木

の樹高は,優勢木からの被陰効果によって ,

成長が阻害され,3～ 4mに留まっていて,除

伐対象 となっている.

裾枝打ちが徹底 して実施 され, しかも,グ
ライ ド防止杭が設置された個所では,個体間

に優劣が明 らかになっているが,全体として ,

幹の根元曲が りが少なく,林木の成長が良好

である (写真 -2)。 ただ し,こ の丸太杭は ,

地際が腐朽 し,折れ 。抜けが始まつている.

札幌～岩見沢間の防雪林は,休眠期に北か

らの寒風を受け,成長期には南からの冷風を

受ける.それに対 して,本調査地の場合には ,

1年を通 じて西風であり,風速もより小さい。

おそ らく,視程障害がより発生 しにくく,散
布 される融雪剤がより少なく,塩害 もより少

ないにちがいない .

写真-2 本線側の,裾枝打ちされ,グ ライ

ド防止杭をもつ防雪林(1998.10)
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3 成長経過

防雪林は,吹雪 。地吹雪

を捕捉 して,冬季の道路交

通を安全にする しか し,

捕捉 した雪が雪丘を形成 し

て,林木に雪害をもたらす

さらに,盛 り上法面に植栽

された場合には,重く深い

llF雪 があって,林木に大き

な雪害をもたらす つまり,

山地斜面の林木が積雪グラ

イ ドのみに耐えれば済むこ

とと比較 して,法面上の防

雪林の林木は,積雪+捕捉

雪+llF雪のグライ ドに耐え

なければならない

本調査地の場合にも,グ
ライ ド雪による雪害 (幹 曲

がり,幹折れ,幹割れ,根
返 り,枝抜け)が生 じてき

た いちじるしいケースで

は,グライ ド雪の苗木 。若

木への乗 り上げさえ観察さ

エー/2'チ ,

図-2 本線側第 1列 (1)お よび第 2列 (
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エー′  2  ,
Ⅱ)の年々の伸長量

れた このとき,グライ ド防止杭が,かな

り有効であった 枝があるから幹が肥大で

きるのであり,枝があるから雪害が生じる

のである この矛盾を解決するために,徹
底 した裾枝打ちが実施された つまり,林
木の成長に合わせて,肥大成長を犠牲にし

ても,雪害なしで伸長させるために,上手

の枝を全て剪定し,下手の枝では 5枝階を

残 した (斎藤・林 1993)

その結果,図 -2の ような年々の伸長量

が得られた これをみると,優勢木は,植
栽直後から旺盛に伸長している そ して,

劣勢木に対 して,樹高でも,枝張りでも,

いよいよ優勢になってゆく これには,苗
木の品質,植え方,下刈 り,裾枝打ち,ほ
かの,<生きもの工法>につきものの諸要

因が関係 している 図-3 生育が順調な個所における除伐 (案 )

残存木 (立 て木 )

幹の根元曲が り

が少ない
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しか し,裾枝打ちが遅れた個所で

は,防止杭があつても,雪害が深刻

である一一本線側の第 1列の林木は,

大半が幹の根元曲が りを呈し, しか

も,それ らの過半が幹割れを生 じた .

樹木は,形成層のはたらきで,傷口

を巻き込む能力を有する.けれ ども,

幹割れは,回復不可能であり,材の

腐朽から (既にア リの巣 となつてい

た),幹折れない し枯死に到ること

になる.

4.今後の保育管理

本調査地では,今後の保育管理に ,

次の 2つが提案されよう.

①先ず,雪害が少なく,林木の形質

が良く,生育が順調な個所では,優勢木を残し,劣勢木を除伐する方式でよかろう。林縁

木の枝張りを妨げないために,防雪柵の地上 1.5m以上の板外しが望まれる (図 -3).排

雪害に備えて,高 さ2mま での裾枝打ちを実施する。

②雪害が甚大で,幹割れから,材腐朽・枯死へ到る林木については,苗木による新植 (塩害

からみて, トドモミの方が望ましい)が必要であるし, しかも,新 しい,よ り堅固なグラ

イ ド防止杭の設置が不可欠である。また,防雪柵沿いの不良木を除去し,板を外 し,次列

の林木の枝張りを促進することも必要である (図 -4).も ちろん,残せる林木については,

裾枝打ちを徹底して,こ れ以上の幹の根元曲がり。幹割れを防止する.

5.むすび

防雪林は,生きた工作物であるから,常に保育管理を必要とする.機能の発現までに少なく

とも 10年間を要するので,各地の既往の諸事例を良い見本 (実験の成果)と すべきである。

そして,本調査地の成長経過は,それらに加えられ,さ らに検討されて,よ り良い防雪林造成・

保育技術の開発につながることが望まれる。それにより,地杵えおよび植栽方法が改良され ,

保育方法およびそのタイミングが工夫されるにちがいない.
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図-4 生育が不良な個所における今後の対策 (案 )
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